
のしろ市議会だより

原田　悦子
（よねしろ会）

■質
イ
オ
ン
出
店
は
、
住
民
投
票
条
例
制
定
請
求
な
ど
を

通
じ
、
市
民
の
考
え
を
二
分
し
た
問
題
で
あ
る
。
出
店
方

針
は
変
わ
ら
ず
と
い
う
こ
と
だ
が
、
手
続
が
進
ま
な
い
中
、

市
長
は
何
か
動
き
が
あ
る
ま
で
待
つ
の
か
。

■答
イ
オ
ン
の
開
発
担
当
者
よ
り
出
店
の
方
針
に
つ
い
て

変
わ
り
な
く
、
出
店
準
備
を
進
め
て
い
る
、
と
い
う
回
答

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
出
店
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
現
時
点
で
は
こ
ち
ら
か
ら
イ
オ
ン
に

働
き
か
け
を
す
る
考
え
は
な
い
。

■質
人
口
減
少
は
、
多
岐
に
わ
た
る
問
題
解
決
が
必
要
で

あ
り
、
地
域
の
活
性
化
の
根
幹
の
問
題
で
も
あ
る
。
総
合

計
画
に
お
い
て
は
、
目
標
数
の
設
定
は
明
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
設
定
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

■答
総
合
計
画
で
は
、
人
口
減
少
の
中
、
適
正
な
将
来
の

事
業
量
な
ど
を
考
え
た
場
合
、
合
理
的
な
人
口
目
標
数
の

設
定
は
困
難
で
あ
る
。
具
体
的
な
人
口
を
目
標
指
標
と
し

な
い
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
目
指
す
姿
や
状

態
、
目
標
指
標
を
設
定
し
達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人

で
も
人
口
が
ふ
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
改
め
て
将

来
目
標
人
口
を
設
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
イ
オ
ン
出
店
問
題

　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
協
議
会
へ
の
説
明

■質
21
年
度
か
ら
の
国
保
税
大
幅
引
き
上
げ
は
、
さ
ら
な

る
税
滞
納
者
と
医
者
に
か
か
れ
な
い
人
を
生
み
出
す
こ
と

に
な
る
。
先
に
増
税
あ
り
き
で
は
な
く
、
命
と
健
康
を
守

る
視
点
で
の
十
分
な
議
論
と
情
報
提
供
を
。

■答
税
率
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
協
議
会
等
の
意

見
を
伺
っ
た
り
、
国
保
運
営
協
議
会
で
審
議
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
時
点
で
の
実
績
等
を
も
と
に
試
算
し
た
結
果
を

十
分
議
論
し
て
意
見
を
伺
い
た
い
。
市
民
周
知
の
た
め
、

広
報
や
の
し
ろ
の
国
保
、
保
険
証
郵
送
時
に
同
封
す
る
チ

ラ
シ
等
、
機
会
あ
る
ご
と
に
情
報
を
提
供
し
て
理
解
を
得

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

■質
親
の
就
労
な
ど
で
、
放
課
後
の
子
供
の
保
護
が
難
し

い
た
め
、
児
童
の
適
切
な
保
護
、
安
全
の
確
保
の
た
め
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
待
機
児
童
な
ど
の
解
消
に
向
け
て
整

備
、
拡
充
の
考
え
は
な
い
か
。

■答
国
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
児
童

数
の
規
模
は
お
お
む
ね
40
人
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

し
、
情
緒
面
へ
の
配
慮
や
安
全
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

大
規
模
な
ク
ラ
ブ
は
分
割
等
に
よ
り
適
正
な
人
数
規
模
へ

移
行
す
る
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
そ
の
方

針
に
沿
っ
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
待
機
児
童
の
解
消
と

あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
老
人
福
祉
、
介
護
保
険
事
業

・
雇
用
促
進
住
宅

国
民
健
康
保
険
事
業

■質
能
代
産
廃
処
理
セ
ン
タ
ー
等
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業

許
可
関
係
に
一
部
公
文
書
の
不
存
在
が
あ
る
。
管
理
に
重

大
な
瑕
疵
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

■答
旧
市
町
が
作
成
し
た
文
書
は
、
適
正
な
文
書
の
保
存
、

管
理
に
努
め
て
お
り
、
す
べ
て
新
市
へ
引
き
継
ぎ
、
書
庫

等
に
て
保
存
し
て
い
る
。
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
関
係

に
見
る
一
部
文
書
の
不
存
在
に
つ
い
て
は
、
再
度
確
認
し

た
が
、
書
類
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
文
書
の

存
在
自
体
を
含
め
状
況
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

■質
事
業
及
び
予
算
未
執
行
で
あ
り
な
が
ら
、
補
助
金
の

不
正
受
給
が
常
態
化
し
て
い
た
目
的
と
、
市
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。
再
発
防
止
策
は
何
か
。

■答
不
正
受
給
の
目
的
の
解
明
は
、
関
係
者
の
証
言
に
食

い
違
い
が
あ
り
、
市
の
権
限
の
中
で
は
困
難
で
あ
る
。
市

の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
事
業
実
施
の
確
認
や
会
計
書
類
の
確

認
事
務
を
行
っ
て
い
た
が
不
十
分
な
部
分
が
あ
っ
た
。
再

発
防
止
策
と
し
て
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
規
則
を
改

正
し
て
い
る
。
今
後
は
補
助
金
交
付
処
理
フ
ロ
ー
に
基
づ

き
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
を
検
討

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
廃
食
用
油
資
源
化

・
財
産
区
管
理
会

・
能
代
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

公
文
書
管
理

人
口
減
少
に
つ
い
て 

目
標
数
の
設
定
は

留
守
家
庭
児
童
会

能
代
商
工
会
議
所
補
助
金
不
正
受
給
問
題

畠　貞一郎
大河・生々・
みどりの会連合（ ）

菊地　時子
（日本共産党）
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イ
オ
ン
出
店
問
題

　
　
　
　
　

イ
オ
ン
側
に
対
す
る
姿
勢


